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受講生の皆様へ 2024 年７月１ 日 

 

はじめに 

 

(１)本日の講義では、地域創生についての基本的知識を企業活動・事業活動の中で実践化するにはど

うしたらよいか、受講生の皆様とともに考えたく存じます。 

(２)受講生の皆様が社会に出て活躍する際にお役立ていただくことを願い、お話いたします。添付資

料はお時間のあるときに、じっくり読み込み、皆様の「人生の成功」、「多様な選択肢のある人生

を歩む」ため、更には「よく生きる」ためにご活用ください。 

(３)ご質問があれば、講義の途中でも OK ですから、ご遠慮なくご発言ください。 

 

 

　　　　 目次 　　　　 

◆講義レジュメ１～ 12 ページ 

◆「生産性向上のために」ポスター 

◆「開倫塾日本語学校の目指すもの」 

◆「あしぎん総研巻頭言」 

◆「栃木県生産性向上研究会―提言」 

◆マニー株式会社ポーター賞受賞企業・事業レポート 

◆エンジニアの国家資格「技術士」とは―技術士プロフェッショナル宣言― 

◆国際競争力強化を実現するための半導体戦略 2024 年版 

一般社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)半導体部会 

◆「栃木県立足利清風高校講演会資料 2014 年 3 月 13 日」 
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Ｑ１：自己紹介として自分の好きなことばがあったら、紹介してください 

Ａ　：たくさんあります 

(１)「ブルドッグ魂」…食いついたら離すな 
 
(２)「練習で泣いて、試合で笑え」 
 
(３)「一所懸命」…一つの所で命を懸けるくらい熱心に取り組む（足利高校） 
 
(４)「スポーツの 3 つの宝）」（小泉信三） 

・練習は不可能を可能にする

・フェアプレイ…いやしいプレイはしない

・よき友

 

(５)「法律を学んだ者(法学徒)はいつも最悪の事態を想定して行動すること」 
 
(６)「注意一秒、ケガ一生」 
 
(７)「歴史における個人の役割」（プレハーノフ） 
 
(８)「持続する志」（大江健三郎） 
 
(９)「目には遠いが心は近い」（インドのことわざ） 
 
(10)「会った人は皆友達」 
 
(11)「本当の月を見たことがあるか、本当の自分を見たことがあるか」（京都一燈園、石川洋） 
 
(12)「離見の見」…舞台で舞っている自分を観客席に座っている自分が見る（世阿弥） 

り け ん けん

 
(13)「教育ある人とは、一生勉強し続ける人」(ドラッカー) 
 
(14)「人生は青天井、一生青天井」

 
(15)「一生勉強、一生青春」(相田みつを)

 
(16)「積小為大(小さいものをコツコツ積み上げ大を為す)(志を遂げる)」(二宮尊徳) 

せきしょういだい

 
(17)「価値(大切さ)、意味(意味付け)、秩序(自己決定)」

 
(18)「健康第一、心の健康、身体の健康」


 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 1 ＞


皆様の好きなことばは何ですか。３つ書いてみてください


(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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Ｑ２：自己紹介の第2として、林さんが今までに読んだ本の中で感銘を受けた本は何ですか 

Ａ　：たくさんありますが、3 冊だけ紹介いたします 

(１)内村鑑三著「後世への最大遺物・デンマルク国の話」(岩波文庫) 

＜人が後世(後の世)に遺せる最も大きなもの＞ 

①「お金」 

 

②「仕事」


 

③「作品」


 

④「教育」


 

⑤「生き方」


 

＜この例として、「デンマーク」を「森の国」にした人の話が＞ 

 

(２)内村鑑三著「代表的日本人」(岩波文庫) 

①「西郷隆盛」 

 

②「二宮尊徳」 

 

③「上杉鷹山」 

 

④「中江藤樹」 

 

⑤「日蓮上人」 

 

(３)幸田露伴著「渋沢栄一伝」(岩波文庫) 

同著「努力論」(岩波文庫)も 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 2 ＞


皆様が今までに読んだ本の中で一番好きな本は何ですか。3 冊書いてみてください(出版社名)


出版社

(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　) 

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　) 

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　) 
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Ｑ３：仕事とは何ですか。人は何のために働くと考えますか 

Ａ　：(１)仕事とは、「製品やサービスを提供して、顧客の問題を解決すること」だと考えます 

 

①仕事とは、「製品やサービスを提供することで、お客様(顧客)や社会のお役に立つこと」 

 

②すべての仕事には「顧客」「お客様」がいます 

 

＊では一体、自分の仕事のお客様は誰かという問題があります 

→「顧客の定義」 

 

③仕事とは、製品やサービスを提供し、「顧客の問題解決(Customer Solution)」をすること 

 

＊そこで問題となるのは「顧客の問題」とは何かです 

 

＊どのような分野・「事業領域(企業ドメイン)」で、「顧客の問題を解決するか」という

問題があります 

 

(２)「マーケティングの 4P」 

製品やサービスを提供しても、顧客に購入してもらえなければ仕事にはなりません。


顧客にとり購入しやすい条件とは何か、これが「マーケティングの 4P」です


 
＊「マーケティングの4P」と「各々のPの顧客に対する意味(4C)」とは 

＜マーケティングの4P＞  　＜顧客にとっての意味(4C)＞ 

(１)Product(製品・サービス) …顧客の問題解決(Customer Solution) 
(２)Price(価格)  …顧客のコスト・負担(Customer Cost) 
(３)Place(場所・流通)  …顧客の利便性(Convenience) 
(４)Promotion(販売促進・広報) …顧客とのコミュニケーション(Communication) 

 
 

(３)人はなぜ働くのか 

①仕事を通してお客様や社会のお役に立つため


 
②生活できるだけの収入を得るため


・「自己責任」「自助努力」「自分の未来は自分

で切り開く」


 
③仕事を通して自己実現するため 

・仕事の中で自分の夢や希望を実現すること 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 3 ＞


人はなぜ働く、仕事をすると考えますか。ご自分の考えをお書きください 
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Ｑ４：これからの社会はどんな社会ですか。そこで求められる能力とは何ですか 

Ａ　：まとめていうと 

(１)知識基盤社会 

(２)グローバル化社会 

(３)課題山積社会 

です


 

(１)「知識基盤社会(Knowledge base society)」 

 

①求められるのは、「知識・情報・技術を相互作用的に用いる能力」 

 

②「レゴ・ミニ四駆・電子工作(ライントレースカー・ラズベリーパイ・

ロボット)」「CAD」「半導体」「技術士」 

 

③「読解力(リテラシー)」…情報を正確に読み解く能力 

・今こそ「辞書・新聞・読書・図書館」と生涯にわたり親しみ「学習習慣」に 

 

・意味のわからない語句があったら「気持ちが悪い」と考え、「辞書」を用いて調べる。辞

書で調べたことは、「意味調べノート」に書き写し、その場で覚える 

 

④ 1 日に 30 分以上は「新聞」を読む。英字新聞も読む(Japan News、 
Japan Times)、NHK・CNN・BBC の放送テキストも読む。読んでわ

からないことは聞いてもわからないので、英語の放送と同時に放送テキ

ストも読む


 

⑤英文週刊誌 The Economist、 Newsweek、 Foreign Affairs(隔月刊)などにも挑戦を！


 

(２)「グローバル化社会(Global Society)」 

①求められるのは、「多様な集団で交流する能力」 

 

②国籍・民族・言語・宗教・文化・伝統・生活習慣の異なる人々と「交流」できること


・お互い理解しながら、トラブル(trouble)やコンフリクト(conflict)をおこさず、よい関係を

続ける能力


 

③「関係は本質に先立つか？」(命題) 

・「エポケー」、自分の思考を一度停止(思考停止)し、相手を全面的に認める 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 4 ＞


＜エポケー演習＞


「あなたは……とお考えなのですね」(付加疑問文)


＊上智大学大学院異文化教育方法論　渡辺文雄先生 
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④相手の背景を理解する前提として、自分自身のこと、自分の生まれ育った地域、日本のこ

ともしっかり理解し、自分のことばで相手に伝えることができるまでにしておく必要があ

ります


 

＜取り組み課題＞


・自分自身のことを自分のことばで言い表す(説明する)ことができる


・学んだことを自分のことばで言い表す(説明する)ことができる


・日本の地理・歴史・宗教・産業・文化・伝統・スポーツ etc を自分のことばで言い表す

(説明する)ことができる


＊相手とコミュニケーションする前提は、理解を深め、自分のことばで言い表す(説明する)

ことができること


・その上で相手のこと、相手の国や地域のことをよく学び、「深く理解」することが「多様

な集団で交流する能力」につながります 

 

(３)「課題山積社会」……次から次へと課題が発生し、山のように積み上げられる社会 

①＜課題例＞


 

(ｱ)「超少子高齢化社会」「超人手不足社会」 

 

(ｲ)「超円安」「物価急上昇」 

 

(ｳ)「2020年からのコロナ禍の世界的蔓延」いまだ終息せず 

 

(ｴ)「ロシアによるウクライナ侵攻」と「ハマスによるイスラエル侵攻」「イスラエルに

よるガザ侵攻」で、世界は『新冷戦』に突入の模様」 

 

(ｵ)「低頻度巨大災害」の襲来 

 

(ｶ)「地球温暖化による気候変動Climate change」 

 

(ｷ)「2030年目標のSDGsだけでは到底追いつかない状況」 

→ 2045 年に向けた SDGs 
 

②「世界は人口爆発」


 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 5 ＞


日本や世界にとって取り組むべき課題は何だとお考えですか。3 つお書きください


 
(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 

熱がある人は外出を控よう
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②「課題山積社会で求められる能力」 
 
(ｱ)「課題発見(何が問題か)能力」 
 
(ｲ)「原因推定(本当の理由は何か)能力」 
 
(ｳ)「どう解決したらよいか『応急措置』と『システム変更』能力」 
 
(ｴ)「イノベーション能力」 
 

＊新しい課題に真正面から挑戦、ゼロから 1 をつくり、1 を 100、100 を 100 万にする
のが「イノベーション」(刷新)

特に「社会的課題解決に向けたイノベーション(Social Innovation)」


 
③是非「イノベーション」の基礎的な勉強を 

 
(ｱ)アダム・スミス著「道徳感情論」「法学講義」「諸国民の富」(岩波文庫) 
 
(ｲ)シュンペーターの伝記や著作

 
(ｳ)二宮尊徳、渋沢栄一

 

＊「積 小 為大」

せきしよう い だい

 
(ｴ)「スティーブ・ジョブズ伝記(上・下)」は必読

 
(ｵ)SDGs17 項目を参考にテーマを決め、ご自分でも社会的課題に挑戦を

 

＊「イノベーションの担い手」は「イノベーター(Innovator)」 
―われこそ Innovator、 Social Innovator、とりわけ社会的課題解決の担い手に― 

 
④「自律的に行動する能力」 

 
(ｱ)「自己責任」「自助努力」「自分の未来は自分で切り開く」「Never Give up」 
 
(ｲ)「自分以外はすべて師」

 
(ｳ)「四書」つまり「論語」「孟子」「大学」「中庸」や「孫子」「貞観政

要」と同時に「老子」「荘子」をよく読み、礼儀をわきまえ、思慮
深さ、自省心を持ち、バランスのとれた生き方をすること

 
＊「足るを知る」ことも


 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 6 ＞


これからの社会で求められる能力で大切なものは何だとお考えですか。3 つお書きください


(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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Ｑ５：企業・団体の経営の基本理念とは何ですか 

Ａ　：規模の大小に関わらず、すべての企業・団体には創業に至る経緯と設立の目的、今日に至るま

での経緯、経営の基本理念、経営方針、行動目標、経営計画(長期・中期・短期)があります。

１つ１つをていねいに理解し、全社で活用することが求められます 

 

(１)「設立に至る経緯」…どのような経緯で設立に至ったのか(5W1H で理解を) 

 

(２)「設立の目的」…企業・団体の設立の目的 

 

＊「設立時の目的」が重要。この企業・団体は何のために設立されたのかを理解、活用 

 

(３)「今日に至るまでの経緯」 

 

＊事業内容(事業領域)、主要取り扱い品目、活動拠点、従業員数 

 

(４)「経営の基本理念」は、活用すべきもの 

 

＊経営にあたり共有する価値観 

 

<例><日本経営品質賞> 

①「顧客本位」…「顧客第一」 

②「独自能力」…「イノベーション」 

③「社員重視」…「全社員のエンパワーメント(能力強化と権限委譲)」 

④「社会との調和」…「法令順守」「企業としての社会貢献活動」「SDGs」 

 

(５)「行動目標」も活用すべきもの 

<例>①「世界一の製品を世界のスミズミに」(マニー株式会社) 

②「教え方日本一」(開倫塾) 

 

(６)「経営計画」 

<例>①「長期経営計画」(10 ～ 12 年先までの計画) 

②「中期経営計画」(5 ～ 6 年先までの計画) 

③「短期経営計画」(1 ～ 2 年先までの計画) 

 

(７)「決算」など財務諸表も活用すべきもの 

<例>①「年次決算」 

②「四半期決算」 

③「月次決算」 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 7 ＞


皆様が就職したい企業・団体の設立に至る経緯、設立の目的、事業内容(事業領域)はじめ今日

に至るまでの経緯、経営の基本理念などをインターネットなどで調べ、どう活用したらよいか

考えてみましょう
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Ｑ６：経営の組織とはどのようなものですか 

Ａ　：すべての企業・団体には組織があります 

(１)「人的組織」 

①代表(代表取締役、理事長など) 

②幹部社員 

③社員 

 

      (２)「事業拠点」


①本社・本部 

②製造拠点・営業拠点 

③海外拠点 

 

(３)①「BCP(Business Continuity Plan)事業継続計画」 

②「事業継承」 

③「M and A」(企業・事業・買収) 

・買収側は当初赤字からスタートすることを肝に銘じるべき 

・赤字を黒字にし続けてはじめて M and A は成功 

・海外 M and A(Cross Border M and A)は最重要 

 

Ｑ７：リーダーシップとは何ですか 

Ａ　：(１)「リーダー」とは、「振り返ってみたら人がついてくる人」 

 

(２)「リーダー」とは、｢ゴール(到達点)｣と「マイルストーン(ゴールに至る一里塚)」を示し

続ける人 

 

(３)「サーバント(執事)リーダーシップ」のすすめ 

 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 8 ＞


皆様にとってリーダーとはどのような人ですか。リーダーの条件を 3 つお書きください


(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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Ｑ８：栃木県を代表する企業について紹介してください 

Ａ　：(１)勤勉で研究・勉強熱心な県民性と輸出主導型の特色ある製造業の絶えざるイノベーション

に向けての取り組みのため、栃木県は１人当たり県民平均所得全国第 3 位(1 位は東京都、2
位は愛知県)となっています 

 

(２)円安が進んでいますので製造業の国内回帰が進み、輸出主導型の製造業

の果たすべき役割が高まると予想されます 

 

(３)そこで、栃木県を代表する企業として「マニー株式会社」を「ポーター賞受賞理由書」を

資料として紹介します 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 9 ＞


(１)今後、皆様が企業研究(ケース・スタディ)をする場合に、一橋大学大学院国際戦略研究所

が毎年主催している「ポーター賞」の受賞企業の「受賞理由書」を HP からプリントアウト

し、研究なさることをおすすめします 

(２)同時併行し、戦略論の第一人者「マイケル・ポーター」先生の著作を少しずつ時間をかけ

て繰り返しお読みになり、「理解」「定着」「応用」をお図りになることをおすすめします 

(３)「日本経営品質賞」の受賞企業を研究することもおすすめです 

 

 

Ｑ９：これからの世の中で求められるのは、どのような人材ですか 

Ａ　：(１)ズバリ、「高度プロフェッショナル人材」です 

 

(２)具体的に言えば、「半導体」の人材です 

①日本の半導体がどのような状況で、これから半導体産業がいかにあるべきか。電子情報技

術産業協会(JEITA)の半導体部会が 5 月 14 日に提言書を経済産業省に提出しました。 

②報告書を添付しますので、1 ページから 37 ページまで熟読し、是非、半導体産業につい

て認識を深めてください


③今後、九州だけでなく、日本国中に半導体製造拠点ができます。今、最も必要なのは半導

体の人材育成です


 

(３)「理系の高度プロフェッショナル人材」として「技術士」という国家資格があります


①「科学技術の発展のために私たちができること」とのテーマで、蔵前技術士会 会長の林 
雅弘先生が 2022 年 5 月 16 日(月)に公益社団法人経済同友会・同友クラブ(東京)で行っ

た講演会の資料を添付しますので、1 ページから 31 ページまでプリントアウトして是非

ご熟読ください


②「技術士」というエンジニアの国家資格とは何かについて認識を深め、じっくり時間をか

けてチャレンジすることをおすすめします
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③国際的な分野で活動する際にも「技術士」資格は有用です


＊「技術士」の資格維持のためには継続研修が求められますので、自分自身のスキルアッ

プ、キャリア形成のために有用です


 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 10 ＞


皆様は、将来どのような分野で活動することを希望しますか。関心のある分野を 3 つ書いて

ください


(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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Ｑ10：最後に、開倫塾のSDGｓに向けての取り組みと、開倫塾の生き残り戦略をご紹介ください 

Ａ　：(１)開倫塾のSDGsに向けての取り組み 

 
足利市民活動センター「足利風」原稿　教育とSDGsについて 2022 年 2 月 27 日(日) 
 

開倫塾


塾長　林明夫


(開倫ユネスコ協会 会長) 

 

＜はじめに＞


「誰一人取り残さない教育」に向けての「開倫塾の挑戦」を御報告いたします


 

＜養護施設の子どもたちへの学習塾での教育支援＞


(１)①養護施設の子どもたち(小学生・中学生・高校生)に対して、公的助成以外

の学習塾での費用を無料とし、学習塾での教育サービス支援を行っております。


②特に、学校の補助、定期テスト対策、高校入試・大学入試などの受験勉強で役立っているよう

です。


③また、塾の授業のある日もない日も、開倫塾の先生方の勤務時間内であれば、夕方から夜 10
時 30 分(東京は 10 時)まで、開倫塾の空いている机・椅子を活用して、自学自習の機会を無

料で提供、長時間自己学習能力を育成しています。


 

＜受刑者への学習指導・高卒認定試験受験指導＞


(２)①小学・中学・高校レベルの教科教育内容が十分に身に着いていない栃木刑務所(女子刑務所)の

受刑者に対し、15 年以上前から開倫塾の先生方を派遣し、基礎教育を実施、成果をあげてい

ます。


②近年は、高卒認定試験の合格指導をし、成果をあげています。


③塾長は、毎年のコース開講日に参加の受刑者に対し、学ぶ意味や効果の上がる学習方法を伝授、

辞書・新聞・読書・図書館に親しみ、社会復帰を果たすようお伝えしています。


 

＜問題解決型教育相談＞


(３)①「問題解決型の教育相談所」を併設。


②不登校などで困っている子どもや保護者の問題解決のため、子どもや保護者か

ら実状を聴取。


③場合によってはクラス担任や学校長などとも話し合い、転校も含め、問題解決にあたっていま

す。


 

＜辞書・新聞・読書・図書館を活用しての読解力の育成＞


(４)①開倫塾では、顧客を「塾生・保護者・地域社会」と「定義」。塾生だけでなく、

保護者や地域社会の皆様にも＜辞書・新聞・読書・図書館を活用しての読解力

の育成＞を呼びかけ、支援をしています。


②なぜなら、＜誰一人取り残さない教育＞の第一歩には、様々な知識・情報を「読み解く力」「読

解力」を身に着けることが求められるからです。


③この成果を顕彰するために、開倫塾の社員が中心になって設立した「開倫ユネスコ協会」では、

毎年秋に「文芸大賞」を企画運営、小説・童話大賞、詩・短歌・俳句大賞、エッセイ大賞、デ

ザイン大賞、NIE(新聞を教育へ)大賞などの受賞者を表彰しています。
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(５)＜ユネスコ世界哲学の日記念事業＞


毎年 11 月第 3 木曜日には、「ユネスコ世界哲学の日記念講演会」を、「価値(大切さ)、意味(意味

付け)、秩序(自己決定)」をテーマに実施しています。


 

＜おわりに＞


　このように民間教育機関の一つである学習塾であっても、本業に即した形であまり無理なく、持

続可能な形で取り組めるのが「SDGs の教育」部門と考えます。皆様もぜひ、御挑戦ください。


 

 

(２)開倫塾の生き残り戦略 

①今まで行ってきた事業を深化・磨き込み 

②特色ある小学部・中学部・高校部・日本語学校づくりに向けた取り組みをスタート 

(ｱ)小学部　　① BE スタジオ(ベネッセ子ども英語教室) 

②ベネッセプログラミング講座


③「開倫塾学習型学童」


(ｲ)中学部　　GTEC 

(ｳ)高校部　　BBY(ブロードバンド予備校) 

(ｴ)大学受験部　　駿台予備校との業務提携(オンライン予備校 駿台 Diverse) 
(ｵ)開倫塾日本語学校(留学生対象)、日本語教師育成 

(ｶ)外国人就業者の勤務する企業・団体への日本語講座支援事業 

(ｷ)通信制慶風高等学校サポート校 開倫塾高等学院


 

(３)2029 年の創業 50 周年までに、次の 50 年の長期ビジョンを策定、長寿企業を目指します


①「イノベーション、イノベーション、イノベーション」


②「経営理念の全社での活用」！


③一人ひとりの社員が潜在可能性を最大限発揮でする「中堅企業」！


 

ご清聴ありがとうございました


ご質問・ご意見・ご感想をお聞かせください


 

 

＜ここでちょっと一休み、コーヒーブレーク№ 11 ＞


今日の授業で参考になったことは何ですか。これから取り組んでみたいことは何ですか。


もしあったら、3 つ書いてください。 

 
(１)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

(３)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  


